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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 12日 (2006.5.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 方 端 部 （ １ ２ ） と 、 後 方 端 部 （ １ ４ ） と 、 該 前 方 端 部 と 該 後 方 端 部 を 通 過 す る 長 手 方
向 軸 Ａ と を 有 す る 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） で あ っ て 、 該 切 削 工 具 は 、 切 削 ヘ ッ ド
（ １ ６ 、 １ １ ６ ） と 、 ね じ 部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） と 、 そ し て 工 具 シ ャ ン ク （ ２ ０ ） と を 備
え 、
　 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） は 、 概 し て 円 筒 形 の 主 本 体 部 分 （ ４ ９ 、 １ ４ ９ ） と 、 後
方 へ 延 在 す る 円 錐 状 部 分 （ ４ ８ 、 １ ４ ８ ） と 、 そ し て 穴 面 （ ２ ８ 、 １ ２ ８ ） を 有 す る 軸 方
向 を 向 け ら れ た 貫 通 穴 （ ２ ７ 、 １ ２ ７ ） と を 備 え 、 軸 方 向 に 延 在 し て 内 側 に 径 方 向 に 突 出
し て 各 々 が 傾 斜 ロ ッ キ ン グ 面 （ ３ ４ 、 １ ３ ４ ） を 有 す る 複 数 の ロ ッ キ ン グ 翼 （ ３ ０ 、 １ ３
０ ） が 該 穴 面 （ ２ ８ 、 １ ２ ８ ） か ら 突 出 し 、 軸 方 向 に 延 在 し て 接 線 方 向 に 向 い た 停 止 面 （
４ ０ 、 １ ４ ０ ） を 有 す る ス ト ッ パ ー （ ３ ６ 、 １ ３ ６ ） が 各 ロ ッ キ ン グ 翼 （ ３ ０ 、 １ ３ ０ ）
か ら 突 出 し 、
　 該 ね じ 部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） は 、 そ の 前 方 端 部 （ ５ ８ 、 １ ５ ８ ） で 複 数 の 軸 方 向 に 延 在
し て 外 側 に 径 方 向 に 突 出 す る 締 付 翼 （ ６ ６ 、 １ ６ ６ ） と 、 該 締 付 翼 （ ６ ６ 、 １ ６ ６ ） の 後
方 の 外 面 ね じ 山 （ ７ ２ 、 １ ７ ２ ） と を 備 え 、 各 締 付 翼 は 傾 斜 締 付 面 （ ７ ０ 、 １ ７ ０ ） を 有
し 、 各 締 付 翼 は 関 連 し た 側 部 当 接 面 （ ７ １ ''、 １ ７ ５ ''） を 有 し 、
　 該 工 具 シ ャ ン ク （ ２ ０ ） は そ の 前 方 端 部 （ ８ ０ ） に 開 口 す る 受 入 穴 （ ８ ２ ） を 有 し 、 円
錐 状 の 前 方 部 分 （ ８ ６ ） と 、 該 円 錐 状 の 部 分 （ ８ ６ ） の 後 方 の 内 面 ね じ 山 部 分 （ ８ ８ ） と
を 備 え 、
　 該 ね じ 部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） の 該 外 面 ね じ 山 （ ７ ２ 、 １ ７ ２ ） は 、 該 工 具 シ ャ ン ク （ ２
０ ） の 内 面 ね じ 山 部 分 （ ８ ８ ） と の 螺 合 状 態 で あ り 、 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） の 該
円 錐 状 部 分 （ ４ ８ 、 １ ４ ８ ） は 、 該 工 具 シ ャ ン ク （ ２ ０ ） の 該 円 錐 状 の 部 分 （ ８ ６ ） に 配
置 さ れ 、 各 対 の 該 ロ ッ キ ン グ 面 及 び 該 締 付 面 （ ３ ４ 、 ７ ０ ； １ ３ ４ 、 １ ７ ０ ） が 当 接 状 態
で 、 且 つ 各 停 止 面 （ ４ ０ 、 １ ４ ０ ） が 所 与 の 側 部 当 接 面 （ ７ １ ''、 １ ７ ５ ''） と の 当 接 状
態 で 、 該 締 付 翼 （ ６ ６ 、 １ ６ ６ ） と 該 ロ ッ キ ン グ 翼 （ ３ ０ 、 １ ３ ０ ） と は 対 で 位 置 合 わ さ



れ て い る こ と を 特 徴 と す る 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 ス ト ッ パ ー （ ３ ６ ） は 、 該 ロ ッ キ ン グ 翼 （ ３ ０ ） の 前 方 端 部 （ ３ ５ '） に 配 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 ス ト ッ パ ー （ ３ ６ ） は 、 該 ロ ッ キ ン グ 面 （ ３ ４ ） か ら 突 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 所 与 の 側 部 当 接 面 （ ７ １ ''） は 、 該 締 付 翼 （ ６ ６ ） の 側 部 面 の 少 な く と も 一 部 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 ス ト ッ パ ー （ １ ３ ６ ） は 、 該 ロ ッ キ ン グ 翼 （ １ ３ ０ ） の 後 端 部 に 配 置 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 所 与 の 側 部 当 接 面 （ １ ７ ５ ''） は 径 方 向 当 接 部 材 （ １ ７ ５ ） の 側 部 面 の 少 な く と も 一
部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 径 方 向 当 接 部 材 （ １ ７ ５ ） は 、 該 外 面 ね じ 山 （ １ ７ ２ ） に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 軸 方 向 当 接 部 材 （ １ ７ ６ ） は 、 連 続 的 な 径 方 向 当 接 部 材 （ １ ７ ５ ） 間 に 配 置 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 工 具 シ ャ ン ク （ ２ ０ ） は 、 ね じ 部 材 穴 （ ６ ４ 、 １ ６ ４ ） に 通 じ る 通 路 （ ２ ２ ） を 有 し
、 該 ね じ 部 材 穴 （ ６ ４ 、 １ ６ ４ ） は 該 ね じ 部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） の 前 方 端 部 （ ５ ８ 、 １ ５
８ ） に 隣 接 す る 径 方 向 に 向 け ら れ た 冷 却 剤 出 口 （ ７ ８ 、 １ ７ ８ ） に 通 じ 、 該 冷 却 剤 出 口 （
７ ８ 、 １ ７ ８ ） は 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） の 凹 部 （ ５ ６ 、 １ ５ ６ ） と 位 置 合 わ さ れ
、 該 凹 部 （ ５ ６ 、 １ ５ ６ ） は 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） の 切 削 刃 （ ５ ４ 、 １ ５ ４ ） に
隣 接 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １
１ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 該 ね じ 部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） は 、 該 外 面 ね じ 山 （ ７ ２ 、 １ ７ ２ ） か ら 該 ね じ 部 材 （ １ ８
、 １ １ ８ ） の 後 方 端 部 （ ６ ０ 、 １ ６ ０ ） に 延 在 す る 弾 力 性 （ ７ ４ 、 １ ７ ４ ） を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具 （ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 該 回 転 式 切 削 工 具 は リ ー マ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 回 転 式 切 削 工 具
（ １ ０ 、 １ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 該 外 面 ね じ 山 （ ７ ２ 、 １ ７ ２ ） が 内 面 ね じ 山 部 分 （ ８ ８ ） と の 初 期 の 螺 合 状 態 に 存 す る
ま で 、 該 受 入 穴 （ ８ ２ ） に 該 ね じ 部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） を 位 置 付 け 、
　 該 ロ ッ キ ン グ 翼 （ ３ ０ 、 １ ３ ０ ） が 該 締 付 翼 （ ６ ６ 、 １ ６ ６ ） 間 を 通 過 し つ つ 、 該 ね じ
部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） を 覆 っ て 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） を 設 置 、
　 該 ロ ッ キ ン グ 翼 （ ３ ０ 、 １ ３ ０ ） 及 び 該 締 付 翼 （ ６ ６ 、 １ ６ ６ ） が 対 で 軸 方 向 に 位 置 合
わ せ さ れ 、 該 停 止 面 （ ４ ０ 、 １ ４ ０ ） が 該 側 部 当 接 面 （ ７ １ ''、 １ ７ ５ ''） に 当 接 す る ま
で 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） を 回 転 、 そ し て 、
　 各 対 の ロ ッ キ ン グ 翼 及 び 締 付 翼 （ ３ ０ 、 ６ ６ ； １ ３ ０ 、 １ ６ ６ ） の 該 ロ ッ キ ン グ 面 及 び
該 締 付 面 （ ３ ４ 、 ７ ０ ； １ ３ ４ 、 １ ７ ０ ） が 当 接 状 態 で 、 該 ね じ 部 材 （ １ ８ 、 １ １ ８ ） が
内 面 ね じ 山 部 分 （ ８ ８ ） へ 完 全 に 締 め ら れ る ま で 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） を さ ら に
回 転 し 、 そ れ に よ っ て 該 切 削 ヘ ッ ド （ １ ６ 、 １ １ ６ ） を 該 工 具 シ ャ ン ク （ ２ ０ ） に 固 定 す
る 段 階
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　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 本 発 明 の 回 転 式 切 削 工 具 を 組 み 立 て る 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 本 発 明 に よ れ ば 、 該 ね じ 部 材 は 、 該 外 面 ね じ 山 か ら 該 ね じ 部 材 の 後 方 端 部 に 延 在
す る 弾 力 性 を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 本 発 明 の 回 転 式 切 削 工 具 を 組 み 立 て る 方 法 も 提 供 さ れ 、 該 方 法 は 、 該 外
面 ね じ 山 が 内 面 ね じ 山 部 分 と の 初 期 の 螺 合 状 態 に 存 す る ま で 、 該 受 入 穴 に 該 ね じ 部 材 を 位
置 付 け 、 該 ロ ッ キ ン グ 翼 が 該 締 付 翼 間 を 通 過 し つ つ 、 該 ね じ 部 材 を 覆 っ て 該 切 削
ヘ ッ ド を 設 置 、 該 ロ ッ キ ン グ 翼 及 び 該 締 付 翼 が 対 で 軸 方 向 に 位 置 合 わ せ さ れ 、
該 停 止 面 が 該 側 部 当 接 面 に 当 接 す る ま で 該 切 削 ヘ ッ ド を 回 転 、 そ し て 、 各 対 の
ロ ッ キ ン グ 翼 及 び 締 付 翼 の 該 ロ ッ キ ン グ 面 及 び 該 締 付 面 が 当 接 状 態 で 、 該 ね じ 部 材 が 内 面
ね じ 山 部 分 へ 完 全 に 締 め ら れ る ま で 該 切 削 ヘ ッ ド を さ ら に 回 転 し 、 そ れ に よ っ て 該 切 削 ヘ
ッ ド を 該 工 具 シ ャ ン ク に 固 定 す る 段 階 を 備 え る 。
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